
様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

地山掘削工（ＳＣＭ）　Ｖ＝1800ｍ３
法面整形工（ＳＣＭ）　Ｖ＝2080ｍ２
現場吹付枠工　　　　　Ｎ＝1式
 グラウンドアンカー工　Ｎ＝52本
 横ボーリング工　Ｎ＝14本

天龍
てんりゅう

土建
どけん

工業
こうぎょう

　株式
かぶしき

会社
かいしゃ

樋口
ひぐち

　嘉邦
よしくに

推 薦 理 由

　本工事は、令和５年６月の台風２号により被災した長沢地すべり防止区域に
おける抑制工（横ボーリング工）及び抑止工（現場吹付法枠工・アンカー工）
を施工するものである。
　現場作業員から、「暑すぎて作業が続けられない」「作業効率が悪すぎて工
期を守れない」など悲痛な声が挙がり、早急に工程回復と熱中症対策の対応が
必要となった。
　対策の検討・協議の結果、建設現場におけるサマータイムの導入により課題
を解消することができ、当初設定工期内に且つ事故も無く工事を完成させた。
　この取り組みは、単なる生産性向上・熱中症対策に留まらず、建設業界の働
き改革に寄与する取り組みであることから、特に他の模範となるため優良工事
部門の表彰に推薦する。

１　当該現場の問題点
　現場は直射日光と斜面からの照り返しを受け、作業時間帯は常に高温で、短
い作業と長い休息を交互に執りながらの施工を余儀なくされ、著しい作業効率
の悪化に陥った。また、法枠の鉄筋も火傷するほどの高温に上昇するなど、熱
中症対策を始めとする現場作業員の安全・健康管理も喫緊の課題となった。
２　問題解消方法の検討・協議
　関係法令遵守（労基署への相談）、通常と異なる時間帯の振動・騒音対策
（地元理解の調整）、資機材搬入や出来形確認時間の調整（人員・材料の手
配）などに留意し対策を検討・協議した結果、作業時間帯を早朝へシフトする
サマータイムの導入となった。受注者は、複数回の協議を重ねる中で、率先し
て工夫・アイデアを提案し、調整・検討・協議を早期に実行した。
３　サマータイム導入の実施と成果
　受注者が主体に調整・協議したことで、住民理解の取得、現場作業員の出入
り時間の調整、搬入資機材の時間調整など、サマータイム導入に要する諸条件
が円滑に解決し、問題発生から僅か２週間程でサマータイム導入を達成した。
　気温上昇前の早朝作業は、作業効率が格段に上がり遅れた工程が復元される
とともに、熱中症リスクが約４３％軽減され、現場作業員から身体への負担が
少なく楽に作業が行えた、就業後の半日は余暇等で有効に過ごせたとの意見を
確認しており、サマータイム導入による生産性向上・熱中症対策の成果は非常
に大きいものであった。
　また、通常と異なる時間帯の工事となったが、受注者が率先し、事前調整、
工程周知・工事進捗報告を丁寧に実施したことで、周辺住民からの苦情も発生
しなかった。

浜松土木

優良工事

令和５年度［第35-S2102-01号］長沢災害関連緊急地すべり対策工事（法面
工）

令和6年2月27日 令和6年11月29日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例
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様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

推 薦 理 由

 本工事は、第2次緊急輸送路に指定されている（国）301号　西浜名橋の支承取
替、縁端拡幅及び横桁補強を実施し、耐震性能を確保したものである。
 本橋梁は昭和47年、国が架設し、その後、県に移管されたものである。
 また、施工箇所付近では浜名湖を代表する牡蠣や海苔の養殖場及びシラスウナ
ギ漁場があるため、それらの生育などに影響を与えるコンクリート斫りの粉塵
や濁水などの落下による水質汚濁防止対策について、漁業関係者との事前の細
かな調整が必要不可欠であった。
　これらの課題に対して、受注者が実施した取組みは、他の模範となるもので
あることから、部長表彰の優良工事部門に推薦するものである。

【他の模範となり優れているポイント】
 鉄筋配置の既存図面と実配置の乖離に伴う削孔による既存鉄筋への損傷などの
懸念については、鉄筋位置を迅速に確認したことによる支承製品などの円滑な
発注を行った。特に本作業を含む全工程を内空高さ1500㎜程度しかない狭小
ヤードで迅速丁寧に実施した。
　また、漁協関係者へコンクリート粉塵や濁水対策については、一般的な吊り
足場に加えて、足場全体を板張りとシートで囲うほか、小型バキューム機によ
る集塵を行うことにより、懸念を払しょくできることを丁寧に説明し、理解を
得たことにより、早期の工事着手を実現した。
　これらの効率的かつ計画的な準備により、想定された25カ月の工期を14カ月
に短縮し、当該工事関係者のほか、交通規制などの影響の最小限にするなど社
会的影響を最小限にすることに寄与した。

【地域貢献】
　県が毎年７月に実施する浜名湖ミナトリングイベントに積極的に参加し、土
木工事の魅力を幅広い年齢層にPRした。参加した親子からは好評を得るなど、
近年懸念される担い手確保に向けたPRに著しく寄与した。
　
　以上、適切な施工管理により良好な出来形及び品質を確保するとともに、公
衆へ与える公害や交通規制を防止、抑制する対策を講じ、なおかつ、桁下の狭
隘スペースにもかかわらず鉄筋コンクリート構造物築造工事を無事故で完成さ
せた。

浜松土木

優良工事

令和４年度［第34‐D7373‐01号］（国）301号橋梁耐震対策工事（西浜
名橋支承取替工）

令和5年2月1日 令和7年2月28日

橋梁耐震対策　4橋脚
支承取替工（固定）　24基
支承取替工（可動）　24基
縁端拡幅工　4橋脚
横桁補強工　4橋脚
桁間連結装置　24組

ショーボンド建設
　　　　　しょーぼんどけんせつ

株式会社
かぶしきがいしゃ

　静岡支店
しずおかしてん

畔高 滉司
あぜだか　 こうじ

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例
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施工に注意が必要な

狭い施工スペース

漁業者に配慮した

板張り＋シート張り足場

施工状況

浜名湖ミナトリング

エコバックや携帯用充電器等の

記念品配布

うちわづくり体験ブースへの出展

代表写真

支承取替工完成写真



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

道路築造工　Ｌ＝166ｍ
　防護柵基礎工 129ｍ　重力式擁壁工 11ｍ　踏掛版工 ２基
　排水構造物工 250ｍ　集水桝工 ７基　ガードパイプ工 196ｍ
　情報管路工 162ｍ　吊り式だるまかご工 113個

株式会社
かぶしきがいしゃ

　丸紅
まるべに

三浦
みうら

　剛
ごう

推 薦 理 由

　本工事は、「（国）473号金谷相良道路Ⅱ工区」のうち松島東地すべり防止
区域内にある166ｍ区間で道路を築造する工事である。以下のとおり、本工事
の主任技術者は優れた監理と判断で工事を完成させたことから、優良技術者
部門に推薦する。

１　悪条件の克服
　施工区間北側にある地山40ｍ区間は、地すべり地帯の一角にある。過去に
地すべりの発生した形跡が複数あったが、道路断面を確保するために掘削が
必要であった。また大雨後の地山点検では、水の湧き出す箇所が複数存在
し、掘削には細心の注意と判断が必要であった。そこで監理技術者は、10ｍ
ずつのブロックに分割し、掘削後直ちに吊り式だるまかごの多段積で保護す
ることを提案し、実際に変状を注視しつつ丁寧かつ着実に積み上げ、地すべ
りを誘発することなく切土を完了させた。
２　技術力の発揮
　施工区間のほぼ中央に、φ350の農業用水管が横断していた。関係機関との
調整に時間を要し、移設手続きが遅れていたが、移設完了まではこの区間が
施工できないことから、監理技術者は、施工区間を東西３工区に分割し、施
工可能な工区、工種を見極めながら工事進捗を図った。さらに、施工途中で
始まった移設の進捗にも配慮しつつ工事を進めた。
３　工程管理
　施工区間の終点付近に、工事用道路が接続しており、近隣に代替道路はな
く、工事用道路をいかに確保させるか、監理技術者には高度な工程管理が求
められた。７月27日には現場見学会開催のため安全通路の設置を、12月初旬
には別途工事への盛土材搬入のため西側工区の先行完了を求められたが、積
極的な工程管理でこれらに応えた。
４　地域貢献
　当事務所と島田商工会議所が連携し、７月27日、親子現場見学会を開催し
た。監理技術者は、見学会の企画段階から積極的に関与した。また、施工区
間周辺の大規模茶園に配慮し、農道の保護や清掃などに進んで取り組み、農
家との良好な関係を築いた。

島田土木

優良工事

令和５年度［第35-D6165-01号］（国）473号道路改築工事（ロット
３・本線道路工）

令和6年3月25日 令和7年1月10日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例
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着手前（上空から望む）

至相良

至相良

至金谷市街

至相良

完成（上空から望む）

完成（金谷側から望む）

至相良

至金谷市街

至金谷

法
面
洗
堀
の
恐
れ

西側ブロック先行完了（中間検査） 吊り式だるまかご設置完了（地すべり抑制）

2024.7.27 親子現場見学会 農道の保護

至相良

市街

着手前（金谷側から望む）



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

ＰＣ２径間連続ラーメン箱桁橋　L=82ｍ

ドーピー建設工業株式会社
けんせつこうぎょうかぶしきがいしゃ

　中部支店
ちゅうぶしてん

岡
おか

　修司
しゅうじ

推 薦 理 由

　本工事は、（国）473号島田市居林～福用間の狭隘かつ線形不良区間
の解消を目的とした「地蔵峠Ⅱバイパス」事業の一環として実施され
た地蔵峠３号橋の上部工事である。縦断勾配７％の曲線区間という厳
しい条件下で、橋長82mのＰＣ２径間連続ラーメン箱桁橋を高品質に施
工し、事故なく完了させた。この取り組みは他の模範となるものであ
り、優良工事部門に推薦する。

１　特注ワーゲン（移動式型枠）を活用した高品質で安全な施工
（１）Ｒ加工による安全施工
  ワーゲンのレールをＲ加工し、曲線区間での架設に対応。
（２）逸走防止装置の導入
  縦断勾配７％を考慮し、ワーゲン移動時に逸走を防ぐ装置を導入。
２　コンクリート品質の確保
（１）ひび割れ防止
  ３次元温度応力解析に基づき水冷パイプクーリングを実施。
（２）打継部の品質向上
  打継部および開口部のひび割れ防止のためハイパーネットを使用。
３　安全対策による事故ゼロの実現
（１）視覚化による安全管理
  ３種類のカラーコーンにより立入禁止エリアや作業区分を明確化。
（２）高所作業のリスク軽減
  ステージ鋼材に手摺を先行設置し、不安定な作業を削減。
（３）安全祈願祭の実施
  工事関係者の参加のもと安全祈願祭を実施し、安全意識を向上。
４　技術力向上への貢献
（１）現場見学会等への協力
  現場見学会や研修に積極的に協力し、安全管理を広くアピール。
（２）工法説明看板の設置
  分かりやすいデザインの工法説明看板を掲示。

島田土木

優良工事

令和４年度［第34-D1020-01号］（国）473号橋梁改築工事（地蔵峠３
号橋上部工）

令和5年2月25日 令和6年6月28日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例



様式-1

写 真 等

１ 特注ワーゲン 逸走防止装置の導入

１ 特注ワーゲン Ｒ加工

２ 品質確保 ひび割れ防止

３ 安全対策 高所作業のリスク軽減 ３ 安全対策 安全祈願祭

２ 品質確保 打継部の品質向上 ３ 安全対策 視覚化による安全管理

４ 技術力向上への貢献 現場見学会、研修、視察 ４ 技術力向上への貢献 工法説明看板

全景
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事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

砂防堰堤 N=1基
　砂防ソイルセメント堰堤本体工 N=1式
  　h=12.0m 、W=49.50m 、V=1,515m3
　製堰堤本体工 W=31.4t

伸栄建設（株）

小林
こばやし

裕幸
ひろゆき

推 薦 理 由

　本工事は、静岡市葵区油山地先において、令和４年度に土石流災害
が発生したため、早急に砂防堰堤を整備したものである。受注者は、
その後の豪雨等により度々土砂が流入する厳しい工事環境の中、現場
作業の安全を確保する施工方法や創意工夫により、無事故で工事を完
成させた。これらの取り組みが他の模範となるものであるため、部長
表彰の優良工事部門に推薦する。
①　ICTの活用
　堰堤左岸側は急勾配の法面であることから、掘削にあたり綿密な施
工計画が必要であったため、「レーザースキャナー」を活用した。施
工中は「自動追尾光波」と「杭ナビのどこでも丁張」を使用し、狭隘
な現場において省人化施工に努めることで、安全性の確保や工期の短
縮を図った。これらの取り組みに関しては、合同パトロール時に受注
者より説明していただいたが、参加していた労働基準監督署職員よ
り、安全対策に関し高評価を受けた。

②　地域貢献に関する取組
　工事の進捗状況を、看板、ホームページ、ライブカメラ配信、現場
見学会などで地域住民に分かりやすく周知した。特にライブカメラ配
信は大雨の際に河川状況を随時確認することができるため、地元住民
に大変感謝された。

③　安全対策に関する取組
　現場が狭隘であり、重機による掘削の際にオペレーターから周囲状
況が見えにくいため、作業員の安全確保としてヘリマシステム※を活
用し、接触事故の防止に努めた。

※ヘリマシステム：重機旋回範囲にセンサーを装着した作業員が入る
とオペレーターと作業員に信号灯とブザーで危険を知らせるシステム

静岡土木

優良工事

令和５年度［第３４-Ｓ０８０３-０１号］　安倍川支川油山川災害関
連緊急砂防工事（堰堤工その１）

令和5年9月16日 令和7年2月28日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例
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【施工前】 【完 成】

① ICTの活用

② 地域貢献に関する取組（現場看板・ライブカメラ）

③ 安全対策に関する取組
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事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例

復旧延長　L=100.3ｍ
コンクリートブロック張工　A=1,535㎡
仮設工　N=1式

株式
かぶしき

会社
かいしゃ

　清水組
しみずぐみ

新村
にいむら

　啓一郎
けいいちろう

推 薦 理 由

　本工事は静岡市清水区小島町地先において、令和４年の台風15号により被
災を受けた石張護岸を復旧する工事である。
　当該箇所は下流側の河床全面が岩盤、さらに下流側には取水堰があるた
め、河川の水位が下がりづらく、コンクリートブロック張の施工に苦慮する
ことが想定される現場条件であった。
　しかしながら、受注者はこれらの課題に対し、ICT技術の活用及び施工方
法の改善を行うことにより、施工を円滑に行うとともに、優れた品質を確保
し、かつ無事故で工事を完成させた。これらの取組が他の模範となるもので
あるため、部長表彰の優良工事に推薦する。

・施工管理
①ICT技術の活用（創意工夫）
　工事施工箇所は台風により被災した箇所であり、現地の形状を正確に把
握、作業工程の効率化を目的として現場を３次元化することにより工事用道
路の土量、掘削土量、機械配置等、円滑に実施することが可能となった。
また、自動追尾システムによる管理により、構造物を正確な座標値により管
理して出来形の精度を高めた。
②施工方法の改善（創意工夫・設計変更計上なし）
　工事下流側が岩盤層であり、排水ポンプを使用しても湧水が完全に低下せ
ず、工事期間の制約もあることから、陸上であらかじめ護岸基礎工を製作し
て、水中部に設置することでブロック張の早期施工を可能とした。
③施工方法の改善（創意工夫）
　施工箇所の高低差が８ｍあり、法勾配が1：1.5と緩やかなため、クロー
ラークレーン（4.9ｔ吊）を使用することにより、作業床の嵩上を行わず移
動しながらの施工が可能となり、作業時間を短縮した。
④施工方法の改善
　工事起点付近には岩盤層があり、河床を堀下げて水位を低下させることが
非常に困難なことから、岩盤を1.5ｍ程度破砕して滞留する水位を低減し
た。併せて河道内約120ｍ区間において、堆積している土砂を約２ｍ掘下げ
て水位低減に務めた。さらに水替について、県外から10インチポンプを手配
して、湧水による影響の改善を図り施工を可能とした。

静岡土木

優良工事

令和4年度［第34-B3030-01号］二級河川興津川4年災害復旧工事4年災
査定第0051-00号（護岸工）（11-01）

令和5年3月30日 令和6年6月28日



様式-1

写 真 等

着 手 前 完 成

①ICT技術の活用：現場の3次元化による

計画・検討・実施

②施工方法の改善：土台工の湧水部施工

（湧水箇所における土台据付）

③施工方法の改善：クローラークレーン使用 ③施工方法の改善：クローラークレーン使用

④施工方法の改善：岩盤破砕による滞留処理 ④施工方法の改善：作業可能な状態に改善



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

施工延長　L=192m
　上部コンクリート工　L=171m
　消波ブロック製作・据付（12.5t）　N=87個
　消波ブロック撤去・移設（10.0t）　N=40個

株式会社
かぶしきがいしゃ

　斉藤組
さいとうぐみ

山田
やまだ

　泰弘
やすひろ

推 薦 理 由

　伊東港 新井地区の第一防波堤では、台風襲来時に越波が発生してお
り、港内に停泊中の船舶が被災する恐れがあるため、本工事は、災害
の発生を未然に予防するとともに被害の拡大を防止することを目的
に、防波堤の上部工嵩上げ及び消波ブロックの嵩上げを実施するもの
である。
　防波堤は常時利用者がいるため、関係者への工事の理解を得るとと
もに安全を確保したうえで施工していく必要があった。
　このため、防波堤利用者との連絡を密にとり、安全に関する創意工
夫に積極的に取り組んだ。
　これらの取組により、関係者とのトラブルや工事事故もなく、週休
２日を推進しながら工程に遅れが生じないよう工事を完成させたこと
は、他の模範となることから、優良工事部門の部長表彰に推薦する。

【地域とのコミュニケーション】
　防波堤利用者である伊東漁協、ダイビングセンターに対し、週間工
程表を作成し作業内容の説明（写真①）を行い、工事への理解を得な
がら工事を進めた。また、地域貢献として現場周辺の草刈りやゴミ拾
い（写真②）を行い地域住民に公共工事に対するイメージアップを
図った。

【安全確保に係る取組】
　施工に先立ち、社内での事前施工検討会（写真③）を開催し、工事
範囲明示や交通誘導員配置による第三者被害の防止や油類流出に備え
た油吸着マットの常備といった現場での安全管理や留意すべき事項等
を確認、検討した。また、コンクリートはつり時の飛散防止対策とし
て飛散防止ネット（写真④）を設置するなどして安全確保を図った。

【新技術の活用】
　鋼製型枠の目違い修正のためレーザー墨出器（写真⑤）を使用し品
質向上を図るとともに、ドローン（写真⑥）にて上空からの写真を撮
影するなど新技術を積極的に取り組んだ。

熱海土木

優良工事

令和５年度［第３５-Ｗ５４６５-０１号］伊東港自然災害防止対策第
一防波堤工事（上部工）（１１-０２）

令和6年2月14日 令和7年1月15日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例



様式-1

写 真 等

着手前 完 成

写真①関係者工程説明 写真②清掃活動

写真③施工検討会 写真④飛散防止ネット

写真⑤レーザー墨出器 写真⑥ドローン写真



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

船揚場斜路設置工　L=52.6ｍ
護岸工　L=81.9ｍ（ハット型鋼矢板打設工　ℓ≃10～12.5ｍ　91枚）
上部工　L=82.6ｍ
斜路工　L=30ｍ
ユニックステージ　L=10.6ｍ

平和
へいわ

建設
けんせつ

株式会社
かぶしきがいしゃ

飯塚
いいづか

 稔
みのる

推 薦 理 由

　本工事は、プレジャーボートの陸置き収容施設において、船揚場として矢
板護岸とコンクリート斜路を設置する工事である。施工現場は細長く重機が
一台近寄れる程度の限られた施工スペースであり、斜路は海中から陸上に上
がる施設のため、水中施工が伴い難易度が高い現場条件であった。担当技術
者は、適正な出来形・品質を確保するために以下の取組を提案し、工事を無
事故で完成させたことは他の模範となることから部長表彰の優良技術者部門
に推薦するものである。

【ドライ施工による施工管理の向上】
　船揚場の斜路の施工は、水面より低い位置は潜水士による水中施工となる
が、水中施工では出来形管理や品質管理の精度が悪くなるため、担当技術者
は仮設鋼矢板による締切を提案し施工した。締切は満潮位から4.6ｍ下がった
箇所が掘削基面となるため、矢板の接続部からの漏水をいかに少なくできる
かが重要となるが、鋼矢板の水密性を高めるため打設精度に留意することや
溶接による仮止めを行うことで漏水を最小限に行い、効果が非常に高かっ
た。これにより、水中部の斜路のコンクリート及び基礎工はドライ施工がス
ムーズに行うことができ、出来形の精度及び品質を向上することができた。

【鋼矢板打設時の環境対策】
バイブロハンマーによる既存鋼管杭の引抜と仮設鋼矢板打設時に、近接構造
物への影響がないか把握するため、担当技術者は自主的に振動計による揺れ
状況を管理し、基準値を上回らないよう施工した。振動に気を配り施工する
ことにより、周辺施設に影響なく施工することができた。

【地下埋設物への適切な対応】
　現場は雑草が生い茂っており、準備工で雑草を刈ったところ、過去の線路
のレールと基礎杭や、複数の暗渠排水が出てくるなど、計画時には不明で
あった存知施設の残骸が出てきた。担当技術者は速やかに発注者に報告する
とともに、レールの撤去方法や暗渠排水の流末処理の案を作成し提案した。
事業趣旨をよく理解した提案であったことから、工事の遅延を最小限に抑
え、無理なく施工を進めることができた。

田子の浦港管理

優良技術者

令和５年度［第３５-Ｗ６９３２-０１号］田子の浦港　改良　小型艇
収容施設斜路設置工事

令和6年3月19日 令和7年3月21日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例



様式-1

写 真 等

施工前 完 成

鋼矢板締切によるドライ施工 ドライ施工状況（基礎工転圧）

振動計観測 振動計観測

撤去杭引抜準備加工の提案 暗渠排水流末処理の提案



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

橋台工　N=１基
場所打杭（φ1000）　N=４本

大河原建設
おおかわらけんせつ

株式会社
かぶしきがいしゃ

岡本　朋也
おかもと　　　ともや

推 薦 理 由

　本工事は、二級河川東光寺谷川の河川改良に伴い架け替えが必要と
なった大日橋の橋台工事である。住宅地内の狭隘な現場で通行止めを
伴う工事という環境下、住民の安全確保と工事作業の安全が強く求め
られる中で、受注者が実施した以下の取り組みは他の模範となるもの
であり、安全工事部門に推薦する。

１　近隣住民への説明と通学路調整による住民事故ゼロ
　地元説明会では、３次元データ(CIM)と点群データを合成したCIMモ
デルを用い、工事の完成イメージや施工方法をわかりやすく説明し、
住民の理解を深めた。また、当該箇所が通学路であったため、地域や
学校と積極的に連携し、安全な交通規制を実施した。

２　重機と人の分離による工事作業事故ゼロ
　仮設構台上の作業では、事故防止策として仮設構台の側面に作業員
専用の通路を設置し、重機との動線を分離することで安全を確保し
た。

３　夜間重機搬入での交通事故ゼロ
　住宅地という狭隘な現場で、全周回転掘削機やクローラクレーンの
搬入を夜間に実施。住民からの苦情を防ぎ、交通事故ゼロで搬入・搬
出を完了させた。

４　大雨時のパトロールによる災害ゼロ
　大雨時には地元関係者と合同で工事箇所周辺の道路を含むパトロー
ルを実施し、地域の安全を確保した。この取り組みを含む対応が評価
され、自治会から感謝状が贈られた。

島田土木

安全工事

令和４年度［第34-K2230-01号］二級河川東光寺谷川総合流域防災対策
工事（大日橋Ａ１橋台工）

令和4年12月19日 令和6年6月21日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例



様式-1

写 真 等

橋台完成状況

CIMモデル(施工状況)

CIMモデル(完成形状)

自治会から感謝状の受取り

CIMモデルを使用した地元説明会

特車夜間搬入重機と人の分離



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

落橋防止装置工　n=6箇所
支承取替工 n=10基
橋脚梁補強工　n=１基

ショーボンド建設
けんせつ

株式会社
かぶしきがいしゃ

静岡
しずおか

支店
してん

都築
つづき

　一平
いっぺい

推 薦 理 由

 本工事は、（国）１５０号新瀬戸川橋において落橋防止装置の設置、
橋梁上の車両を通しながらの支承取替、また既設鉄筋が密集した沓座
部の拡幅を行うものである。

　受注者は工期が限られる中、交通量の多い国道への影響と地元対応
に配慮し、かつ万全な安全対策を行うことにより遅れを発生させるこ
となく工事を完了させた。
　特に安全対策については、日常使用する吊足場において間隙や段差
が一切生じないシート防護や、単管クランプおよびチェーンが露出す
る全箇所へ防護に加え、昇降足場前後への注意事項掲示や人感セン
サーを用いた注意喚起アナウンスの実施、また桁下の暗所においては
作業導線沿いにＬＥＤのライン照明を設置するなど、きめ細かく整然
とした対策を実施した。
　その上、創意工夫としてウェアラブルカメラを作業員の手元が見え
る箇所に設置し、施工状況を現場だけでなくインターネット経由で本
社などで常時監視できる環境を構築、さらに会社全体の取り組みとし
て全国全現場を１月に半日休工とした上でＷｅｂで繋ぎ、本社を中心
とした安全啓発会議を実施するなど、現場に限らず多数の目を介し安
全対策に取り組む姿勢は、他の工事の模範となることから、優良工事
(安全部門)に推薦する。
　また、誰でも使用可能な快適トイレやＡＥＤを設置、地元への要望
事項の積極的なヒアリングにより近隣公園へ屋外時計を設置するな
ど、地元への配慮に優れている。
　さらに、当初は国道を１車線規制し橋梁上から資材を搬入する予定
であったが、桁下への運搬レール設置による規制のない方法への変更
を提案するなど、周辺影響への配慮にも優れている。

島田土木

安全工事

令和５年度［第34-D7350-01号］（国）150号橋梁耐震対策工事（新瀬
戸川橋落橋防止工）

令和5年9月16日 令和6年5月22日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例



様式-1

写 真 等

間隙や段差が一切生じないシート防護、単管ク

ランプおよびチェーンが露出する全箇所へ防護、

注意事項掲示やＬＥＤのライン照明を設置し、き

め細かく整然とした安全対策を実施

「安全の日」と称し、１月に半日、全国全現

場を休工とした上、Ｗｅｂで全箇所を繋ぎ、

本社を中心とした安全啓発会議を実施

ウェアラブルカメラを作業員の手元が見える箇所に設置し、施工状況を現場だけでなくインター

ネット経由で本社などで常時監視できる環境を構築

誰でも使用可能な快適トイレやＡＥＤを設置

地元への要望事項の積極的なヒアリング

により近隣公園へ屋外時計を設置



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

上部コンクリート工　L=138.1ｍ
被覆石工　V=301ｍ2
被覆ブロック運搬据付　N=45個

（株）古川組
ふるかわぐみ

　静岡
 しずおか

支店
 してん

八木
  やぎ

　康雄
やすお

推 薦 理 由

　本工事は、相良港防波堤（西）において、上部工パラペットの嵩上
げや港内側根固工の追加等により港内の越波被害を低減させ、堤体の
安定を図るとともに基礎マウンドの洗堀防止により「粘り強い構造」
に改良を行うものである。
　当該工事では地元やNPO法人や発注者主催のイベントを含めた複数回
に渡る清掃活動への参加や本工事の地元説明・広告方法の工夫、災害
時の救助活動に備えた油濁防除資材等の常備など、地域に大きく貢献
する活動は他の模範となることから、部長表彰の地域貢献部門に推薦
するものである。

【清掃活動への参加】
　地元女岩地区やNPO法人や発注者が主催する海岸清掃活動等に全５回
に渡って参加し、地域とのコミュニケーションを図るとともに、施工
箇所周辺の美化活動に積極的に貢献した。
　また、地元女岩地区での清掃活動の機会に併せ、地域の方へ工事内
容を説明することで、工事の理解を深めることに貢献した。

【広告方法の工夫】
　工事看板や広告紙に発注者及び受注者のHPへアクセスできるQRコー
ドを掲載することで、どの様な機関が発注し、どの様な会社が施工を
行っているか誰でも知ることができるよう工夫した。
　過年度に防波堤（西）を施工した実績を生かし、過年度工事写真を
活用した広告紙とすることで、より工事内容が分かりやすくなるよう
工夫した。

【災害救助活動への備え】
　船舶の座礁事故や災害等が発生した際に現場周辺の救援活動等へ積
極的に協力するため、現場事務所や使用する船舶に油濁防除資材等を
常備した。

御前崎港管理

地域貢献

令和６年度［第３６-W５４６７-０１号］相良港自然災害防止対策工事
（防波堤（西）改良工）

令和6年7月10日 令和7年2月14日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例



様式-1

写 真 等

着手前 完成

清掃活動への参加

広告紙に過年度工事写真を活用QRコード掲載

QRコードから

清掃活動時に工事説明

現場事務所への資材常備 使用船舶への資材常備



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

主競技場　：ウレタン舗装工　A=1,158m2、競技施設工　N=1式
補助競技場：ウレタン舗装工　A=2,156m2、競技施設工　N=1式

静和
せいわ

工業
こうぎょう

株式会社
かぶしきがいしゃ

大澤
おおさわ

　真吾
しんご

、渡邉
わたなべ

　有
ゆう

輝
き

推 薦 理 由

　本工事は、草薙総合運動場内にある陸上競技場の補修及び日本陸連
の規定に適合した施設整備を行い、令和７年４月に期限を迎える公認
期間の更新を図る工事である。
　受注者は、適切な施工管理による施工を行い、１ミリ単位の施工基
準での施工を工期内で完了させ、公認検定に間に合わせるとともに無
事故で工事を完了させた。また、土木技術者の担い手不足が深刻な状
況にある中、施設を利用する地元高校の陸上部員を現場に招待し、こ
れまでの工業系の学生だけでなく、幅広い層の高校生に土木事業の魅
力を紹介することができ、これらの取り組みが他の模範となることか
ら、部長表彰の地域貢献部門に推薦するものである。

○地域貢献（高校陸上部向け現場見学会＋土木の仕事説明）
　草薙陸上競技場が使えず不満を持っている高校陸上部の生徒に工事
の理解をしてもらうことを目的に、工事見学会を実施した。
　さらに、将来の職業の一つの選択肢となるよう、施工会社の若手や
設計に携わったコンサルタント、静岡土木事務所、指定管理者のブー
スを作って、今回の陸上競技場の公認更新に関わるすべての団体の紹
介ができるように配慮した。
　このことにより、将来の土木技術者の担い手確保に向け、従来の土
木系工業高校の生徒だけでなく、実際に施設を利用している普通科の
生徒にも土木の仕事に興味を持ってもらうことに繋がった。

○１ミリ単位での施工管理
　ウレタン舗装工の施工厚はt=10mm～18mmと薄く、規格値はマイナス
1.5mmであり、各層（ベース層、耐久層、トップコート）において厳密
な施工管理が求められる。しかしウレタン舗装は機械を使った施工で
は必要な精度が確保できないため、人力施工による高度な精度管理が
求められる。更に雨天時や強風時には施工が出来ないことから限られ
た期間で施工を行う必要がある。こうした条件の中全ての測点におい
て社内規格値マイナス1.2mmをクリアーしたことが評価できる。

静岡土木

地域貢献

令和６年度［第３６-Ｌ０１１０-０１号］草薙総合運動場公園整備工
事（陸上競技場公認更新）

令和6年7月2日 令和7年3月24日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例



様式-1

写 真 等

着手前 完 成

〇地域貢献（高校陸上部向け現場見学会＋土木の仕事説明）

〇補助競技場ウレタン舗装（Ｂゾーン）

t=1mm

t=2mm

t=7～15mm

現場見学会に参加した高校陸上部員、静岡土木事務所職員等と記念撮影

真剣な眼差しで説明を聞く高校陸上部員 土木の仕事に興味津々の部員達

ウレタン舗装の舗装構成（t=10mm～18mm）

〇１ミリ単位での施工管理 耐久層２ミリの施工状況(人力施工)

厚さ2mm

厚さ7mm

～15mm

厚さ1mm

古いｳﾚﾀﾝ舗装を

使った手作り

ｷｰﾎﾙﾀﾞｰを配布

ウレタン舗装(オーバレイ)

切削オーバレイ箇所



様式-1

事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

道路築造工　Ｌ＝105ｍ
　掘削（ICT）4,100ｍ3　切土法面整形（ICT）620ｍ2
　コンクリートブロック張　512ｍ2　下層路盤工 848ｍ2
　排水構造物工 178ｍ　集水桝工 ３基　ガードレール工 174ｍ

山岸
やまぎし

建設
けんせつ

株式会社
かぶしきがいしゃ

中村
なかむら

　秀幸
ひでゆき

推 薦 理 由

　本工事は、（国）473号金谷相良道路Ⅱ工区のうち跨道橋の施工待ちとなっ
ていた105ｍ区間を掘り込んで道路を整備する工事である。次に掲げるとお
り、本工事はＩＣＴを活用し生産性及び安全性を向上させるとともに、品質
確保に関する顕著な成果をおさめ、他の模範となることから、ＩＣＴ優良工
事部門に推薦する。

１　着手時の条件
　施工区間は、3.3kmのバイパスを分断する位置にあり、関連工事の工事用車
両の進入を妨げていた。舗装工事、更には、施工区間の北側400ｍ地点で８月
末に発生した地すべり対策工事を進め、令和６年度中の開通を実現するため
には、本工事の一刻も早い完了が求められていた。
２　ＩＣＴの導入
　本工事契約後すぐに設けた工程短縮に向けた打合せにおいて、受注者から
ＩＣＴ土工を導入提案があった。提案は、ＩＣＴ土工の導入により、3,100ｍ
3の掘削と1,380ｍ2の法面整形を約１か月で完了させるというものだった。本
提案は年度内開通に向け必要不可欠だと判断し、即座に導入を決めた。
３　ＩＣＴ土工の実施
　契約の２週間後にはＵＡＶによる起工測量を行い、ＩＣＴ土工実施のため
のデータ作成などの準備を進めた。契約の１か月後となる９月10日から、Ｉ
ＣＴ建機による掘削を開始した。最終的に掘削土量は1,000ｍ3膨らんだが、
予定より早い９月26日、掘削と法面整形を完了した。
４　安全管理
　通常の土工であれば、進捗に合わせて現況測量と丁張の架け替えを繰り返
す必要がある。現場は、掘削高さが７ｍ強、勾配が１割２分であり、転落、
飛来落下などの危険を伴う。ＩＣＴ土工を導入することで、作業中の安全を
確保することができた。
５　品質確保
　ＩＣＴ土工の導入で、開通の３か月前となる12月下旬に法面の植生工を完
了できた。植生が不十分だと、法長11ｍ強の法面から小石等が流出すること
が懸念されたが、開通時には充分に生育し、法面の保全を図ることができ
た。

島田土木

ICT優良工事

令和６年度［第35-D6156-01号］（国）473号道路改築工事（ロット
７・本線道路工）

令和6年8月6日 令和7年1月24日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例



様式-1

写 真 等

着手前（上空から望む）

至金谷

至相良

至
金谷

至相良

完成（上空から望む）

着手前（金谷側から望む）

ＵＡＶによる事前測量 ＩＣＴ掘削施工状況

ＩＣＴ掘削完了 ＩＣＴ法面整形施工状況

至相良

至相良

完成（金谷側から望む）


